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(57)【要約】
【課題】カートに配設された状態での移動を少ない労力
で行うことができ、かつ電子内視鏡で撮像される被写体
に対応した色再現性を有する画像を複数人で同時に観察
することができる電子内視鏡用プロセッサを提供するこ
と。
【解決手段】電子内視鏡用プロセッサは、少なくとも電
気的に接続された電子内視鏡からの画像信号に所定の画
像処理を施す画像処理手段と、画像処理手段によって画
像処理を施された画像信号に対応する画像を外部に拡大
投影する画像投影手段と、を有する構成にした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡が電気的かつ光学的に接続される電子内視鏡用プロセッサであって、
　被写体を照明するための光を前記電子内視鏡に供給する光供給手段と、
　前記電子内視鏡が前記光供給手段からの光を用いて撮像することにより生成される画像
信号に所定の画像処理を施す画像処理手段と、
　前記画像処理手段によって画像処理を施された前記画像信号に対応する画像を外部に拡
大投影する画像投影手段と、を有し、
　前記各手段が単一のハウジング内に収納されていることを特徴とする電子内視鏡用プロ
セッサ。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記画像投影手段は、投影画像を形成するための光を照射する光源部を有することを特
徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　請求項２に記載の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記光供給手段が前記光源部でもあることを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記光供給手段は、単一の光源と、前記光源から照射された光を所定の割合で前記電子
内視鏡および前記画像投影手段に導く光分岐手段と、を有することを特徴とする電子内視
鏡用プロセッサ。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記光供給手段は、前記電子内視鏡に供給される光の光量を調整する第一の光量調整手
段と、前記画像投影手段に供給される光の光量を調整する第二の光量調整手段と、を有し
、
　前記第一の光量調整手段と前記第二の光量調整手段とは、互いに独立して光量調整を行
うことを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記画像処理手段は、前記画像信号をＲ、Ｇ、Ｂ三系統の信号に変換して前記画像投影
手段に出力することを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項７】
　請求項６に記載の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
　前記画像投影手段は、
　前記光供給手段からの光からＲ、Ｇ、Ｂの各色の光を分離する色分離手段と、
　前記Ｒ信号に基づいてＲ光を変調するＲ用表示素子、前記Ｇ信号に基づいてＧ光を変調
するＧ用表示素子、前記Ｂ信号に基づいてＢ光を変調するＢ用表示素子、各表示素子から
射出される光を合成する合成素子、および前記合成素子から射出される光を外部に向かっ
て拡大投射する拡大光学系、を有することを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の電子内視鏡用プロセッサと、
　前記電子内視鏡用プロセッサに電気的かつ光学的に接続される電子内視鏡と、を有する
ことを特徴とする電子内視鏡システム。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子内視鏡、特に医療用の電子内視鏡が接続されるプロセッサおよび該プ
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ロセッサを備える電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検者の体腔内の部位を観察、治療するために、電子内視鏡システムが広く知ら
れ実用に供されている。このような電子内視鏡システムは、例えば、体腔内を撮像するた
めの電子内視鏡、電子内視鏡により取得された撮像信号に画像処理を施すプロセッサ、プ
ロセッサにより処理され生成されたビデオ信号を表示するモニタ等の複数の機器から構成
されている。このような電子内視鏡システムは、一般に、各機器を一台のカートに配設し
た状態で使用され、あるいは搬送される。各機器がカートに配設された状態にある電子内
視鏡システムは、特許文献１に開示される。
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２６６７３８号公報
【０００４】
　このような電子内視鏡システムは、総重量がかなり大きなものとなる。そのため、たと
えカート内に全ての機器が配設されていて搬送自在に構成されているとはいえ、実際にカ
ートを押すあるいは引く等によって移動させることはかなりの労力が要求される。特に各
機器の中でもモニタが占める空間および重量は大きなものとなっている。
【０００５】
　また、従来の電子内視鏡システムでは、術者に提供される画像の色再現性は、該システ
ムを構成する複数の機器のうち、最も低い性能のものに依存してしまう。すなわち、術者
が所望する色域を持つ信号を出力可能なプロセッサを使用したとしても、該信号を受信す
るモニタが該色域に対応した色再現性能を有していない場合、術者が望む色再現性を有す
る画像を提供することができない。つまり従来は、ユーザニーズに対応した色再現性を持
つ画像を提供するためには、常に電子内視鏡システムを構成する複数の機器をユーザニー
ズに対応した規格に準拠したもので統一して構成する必要があり、費用的観点から効率的
ではない。
【０００６】
　他にも、画面サイズや視野角といった仕様によって、該モニタに表示されている画像を
複数人で同時に観察することは困難であるという問題も指摘される。従来、複数人が画像
観察する場合には、随時モニタあるいはカート全体を移動、または回動させて対応せざる
を得ない。そのため、上述したようなシステムの移動に際して要求される労力の低減は重
要な課題とされている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑みて、カートに配設された状態での移動を少ない労力
で行うことができ、かつユーザニーズに対応した色再現性を持つ撮像画像を複数人で同時
に観察することができるような状態で提供することが可能な電子内視鏡用プロセッサおよ
び該プロセッサを備える電子内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するため、請求項１に係る電子内視鏡用プロセッサは、電子内視鏡が
電気的かつ光学的に接続される電子内視鏡用プロセッサであって、被写体を照明するため
の光を電子内視鏡に供給する光供給手段と、電子内視鏡が光供給手段からの光を用いて撮
像することにより生成される画像信号に所定の画像処理を施す画像処理手段と、画像処理
手段によって画像処理を施された画像信号に対応する画像を外部に拡大投影する画像投影
手段と、を有し、上記の各手段が単一のハウジング内に収納されていることを特徴とする
。
【０００９】
　請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、プロセッサ単体で画像を外部に投
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影表示することが可能になる。従って、モニタが不要となる分、システムを構成する機器
の点数が削減され、かつ全重量が低減される。これにより、カートを介した電子内視鏡シ
ステムの移動が簡易かつ少ない労力で行われるようになる。
【００１０】
　また、請求項１に記載の発明によれば、モニタの代替としてプロジェクタ内部に搭載さ
れた画像投影手段を用いて内視鏡画像が拡大投影される。従って、プロセッサの設計通り
の画像が術者等に提供されることになる。しかも、該画像は、複数人が同時に観察するこ
とができる。
【００１１】
　請求項２に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、画像投影手段は、投影画像を形成
するための光を照射する光源部を有する。
【００１２】
　また、請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、光供給手段を光源部として
機能させることが好ましい。
【００１３】
　これにより、単一の光供給手段によって、電子内視鏡と画像投影手段の双方に光を供給
することができ、部材の共通化およびプロセッサ内に要求される部材配置用の空間を削減
することができる。
【００１４】
　請求項４に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、光供給手段に電子内視鏡と画像投
影手段の双方に光を供給する機能を持たせる場合、該光供給手段は、単一の光源と、光源
から照射された光を所定の割合で分割して電子内視鏡および画像投影手段に導く光分岐手
段と、を有することが望ましい。
【００１５】
　また、請求項５に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、電子内視鏡と画像投影手段
の双方に光を供給する機能を光供給手段に持たせる場合、該光供給手段は、電子内視鏡に
供給される光の光量を調整する第一の光量調整手段と、画像投影手段に供給される光の光
量を調整する第二の光量調整手段と、を有し、第一の光量調整手段と第二の光量調整手段
とは、互いに独立して光量調整を行う。
【００１６】
　請求項６に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、画像処理手段は、画像信号をＲ、
Ｇ、Ｂ三系統の信号に変換して画像投影手段に出力する。
【００１７】
　また請求項７に記載の電子内視鏡用プロセッサによれば、画像投影手段は、光供給手段
からの光からＲ、Ｇ、Ｂの各色の光を分離する色分離手段と、Ｒ信号に基づいてＲ光を変
調するＲ用表示素子、Ｇ信号に基づいてＧ光を変調するＧ用表示素子、Ｂ信号に基づいて
Ｂ光を変調するＢ用表示素子、各表示素子から射出される光を合成する合成素子、および
合成素子から射出される光を外部に向かって拡大投射する拡大光学系を有することができ
る。
【００１８】
　また、請求項８に記載の電子内視鏡システムは、上記の特徴を有する電子内視鏡用プロ
セッサと、該プロセッサに電気的かつ光学的に接続される電子内視鏡と、を有することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る電子内視鏡用プロセッサによれば、撮像された画像を拡大投影する機能を
有する。そのため、従来の電子内視鏡システムにおいて、プロセッサと別個独立した機器
として必須であったモニタが不要となる。これにより、該システムを構成する機器の点数
が削減され、全重量も軽減される。従って、本発明に係る電子内視鏡用プロセッサを使用
すれば、より小型化、軽量化されており、しかも、より少ない労力でかつ簡易にカート移
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動することができる電子内視鏡システムが提供される。
【００２０】
　また、本発明に係る電子内視鏡用プロセッサによれば、別個独立して配設されるモニタ
を使用せず、一体形成された画像投影部を用いて撮像画像を投影する。つまり本発明によ
れば、プロセッサの性能がそのまま表示画像の色再現性に反映される。従って、ユーザは
、自ら必要とする性能を有する本発明に係るプロセッサを使用することにより、常にユー
ザが必要とする色再現性を持った撮像画像を観察することができる。例えば、術者等がよ
り高い色再現性を望む場合、該色再現性に対応する規格に準拠して設計、製造された本発
明に係るプロセッサを採用すれば、他の周辺機器の性能の影響を受けることなく、高い色
再現性を有する画像を常に表示（投影）することが可能になる。
【００２１】
　また本発明に係る電子内視鏡用プロセッサによれば、プロジェクタとは別個独立して配
設されるモニタを表示手段として使用していた従来の構成に比べて、上記のようなユーザ
ニーズに対応する色再現性を持つ撮像画像を複数人が同時かつ容易に観察することが可能
になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して、本実施形態の電子内視鏡および該電子内視鏡を備える電子内視
鏡システムの構成および作用について説明する。
【００２３】
　図１は、本実施形態の電子内視鏡システム１００の概略構成を表す図である。電子内視
鏡システム１００は、プロセッサ１０、電子内視鏡５０を有する。電子内視鏡５０はコネ
クタ部５０ａと先端に撮像系を持つ可撓管５０ｂと図示しない操作部（把持部）からなる
。電子内視鏡５０は、コネクタ部５０ａを介してプロセッサ１０に光学的かつ電気的に接
続される。
【００２４】
　プロセッサ１０は、システムコントローラ１、光源部２、画像投影部３、撮像素子駆動
部４、タイミングコントローラ５、画像処理部６、フロントパネル７を有する。なお、シ
ステムコントローラ１、光源部２、画像投影部３、撮像素子駆動部４、タイミングコント
ローラ５、画像処理部６はハウジングＨ内部に配設されており、フロントパネル７はハウ
ジングＨ表面に配設されている。
【００２５】
　電子内視鏡システム１００を用いた基本的な撮像処理は以下のようにして行われる。ま
ず予め術者が電子内視鏡５０の先端、より詳しくは可撓管５０ｂの先端を観察対象の近傍
に配設する。例えば、観察対象が体腔内の生体組織である場合には、可撓管５０ｂの先端
を被検者体腔内の生体組織がある位置まで挿入する。
【００２６】
　可撓管５０ｂの先端が観察対象近傍に位置した状態で、術者が電子内視鏡５０の図示し
ない操作部を操作すると、プロセッサ１０は所定の各制御処理を開始する。
【００２７】
　なお、プロセッサ１０において撮像動作を制御するシステムコントローラ１は、詳しく
は、プロセッサ１０のみならず電子内視鏡システム１００の各部位で実行される処理を統
括して制御する。本実施形態のシステムコントローラ１は、電子内視鏡５０が接続される
と、コネクタ部５０ａに内蔵されたＲＯＭ５５から電子内視鏡５０の識別情報（例えば機
種名や型番等）や、仕様（例えば撮像素子の方式や画素数、γ特性等）等の内視鏡識別デ
ータを読み出す。そして、該内視鏡識別データに対応した制御を適時行う。つまり、本実
施形態のプロセッサ１０には、電子内視鏡５０のみならず、他の種類の電子内視鏡を接続
することも可能である。
【００２８】
　例えばフロントパネル７から撮像処理の開始に関する信号を受信すると、システムコン
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トローラ１は、光源部２を発光制御する。光源部２は、発光部２１、第一絞り２２、第一
絞り駆動機構２３、集光レンズ２４、ビームスプリッタ２５、第二絞り２６、第二絞り駆
動機構２７、ライトトンネル（登録商標）２８を有する。発光部２１は、システムコント
ローラ１からの制御信号を受信すると、光を照射する。本実施形態の発光部２１には、周
知の白色光源、例えばメタルハライドランプや、キセノンランプ、ハロゲンランプ等が使
用される。発光部２１内にはコリメートレンズが配設されており、発光部２１から照射さ
れる光束は平行光である。
【００２９】
　発光部２１から照射された光は、ビームスプリッタ２５に入射する。ビームスプリッタ
２５は、入射する光の光路を、電子内視鏡５０側と画像投影部３側に分岐する。本実施形
態では、電子内視鏡５０に導かれる透過成分と画像投影部３に導かれる反射成分がほぼ同
量となるような反射率（透過率）を持つビームスプリッタ２５を使用している。ただし、
ビームスプリッタ２５が持つ反射率（透過率）は、電子内視鏡５０や画像投影部３で必要
とされる光量に応じて任意の値に設定することができる。
【００３０】
　ビームスプリッタ２５で反射した光は、第二絞り２６を介してライトトンネル２８に入
射する。第二絞り２６は、適切な光量の光がライトトンネル２８に入射するよう第二絞り
駆動機構２７によって駆動されている。ライトトンネル２８は、入射する光を、強度分布
を均一にしつつ画像投影部３に導く。画像投影部３の説明は後に行う。
【００３１】
　ビームスプリッタ２５を透過した光は、第一絞り２２を介して集光レンズ２４に入射す
る。第一絞り２２は、適切な光量の光がライトガイドに入射するよう第一絞り駆動機構２
３によって駆動されている。第一絞り２２によって光量調整がなされ、集光レンズ２４に
よって収束光に変換された光は、電子内視鏡５０のライトガイド５１、より詳しくはライ
トガイド５１の入射端５１ａに入射する。ライトガイド５１は光ファイバ束である。よっ
て、入射光は、ライトガイド５１内を伝送し、射出端５１ｂから射出される。射出光は、
配光レンズ５２を介して可撓管５０ｂの先端から照射され、観察対象を照明する。
【００３２】
　なお、上記の通り、ビームスプリッタ２５で分割された各光は、各々独立した絞りによ
って光量調整される。つまり、本実施形態では、電子内視鏡用（撮像用）光源と画像投影
部用光源を共通化させることにより、内部構成を簡略化してプロセッサ１０全体の小型化
に寄与すると共に、独立した光量調整を可能とすることによって撮像用の光量および投影
用の光量が互いの影響を受けて不安定になることを有効に回避している。
【００３３】
　照明された観察対象からの反射光は、対物レンズ５３を介して撮像素子５４の受光面で
光学像を結ぶ。本実施形態の撮像素子５４は、プロセッサ１０の撮像素子駆動部４によっ
て駆動制御されるカラーＣＣＤである。撮像素子駆動部４は、システムコントローラ１の
制御下、タイミングコントローラ５により規定される所定のタイミングで、撮像素子５４
に駆動信号を送信する。撮像素子５４は、撮像素子駆動部４から送信される駆動信号に同
期して、上記光学像に基づくＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色信号を生成し、プロセ
ッサ１０の画像処理部６に定期的に送信する。
【００３４】
　画像処理部６は、各色信号が入力する順に、前段画像信号処理部６１、画像メモリ６２
、後段画像信号処理部６３を有する。前段画像信号処理部６１は、各色信号に信号増幅処
理やＡ／Ｄ変換処理といった所定の処理を行う。前段画像信号処理部６１から出力された
各色信号は、各色に関するデータ（色データ）として対応するメモリ６２Ｒ、６２Ｇ、６
２Ｂにそれぞれ格納される。各メモリに格納された各色データは、タイミングコントロー
ラ５から送信されるタイミング信号に同期して後段画像信号処理部６３に一斉に出力され
る。該タイミング信号の送信タイミングは、例えば画像投影部３により拡大投影される画
像のフレームレートに対応するように決定される。
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【００３５】
　後段画像信号処理部６３は、画像メモリ６２から読み出された各色データに周知の画像
処理を施す。該画像処理には例えば、色毎のゲイン調整や解像度調整、ホワイトバランス
やブラックバランスの調整、ガンマ補正、エンハンス処理等がある。
【００３６】
　後段画像信号処理部６３によって所定の画像処理を施された各色データは、後段画像処
理信号処理部６３に含まれるＤ／Ａ変換回路によって各色のアナログ映像信号に変換され
、画像投影部３に送信される。
【００３７】
　画像投影部３は、リレーレンズ群３１、第一ダイクロイックミラー３２、第一ミラー３
３、第二ダイクロイックミラー３４、第二ミラー３５、第三ミラー３６、Ｒ用液晶素子３
７Ｒ、Ｇ用液晶素子３７Ｇ、Ｂ用液晶素子３７Ｂ、合成プリズム３８、投影レンズ群３９
を有する。画像投影部３は、画像処理部６から出力された映像信号に対応した最適な処理
を実行できるよう、画像処理部６が準拠する信号規格と同一の規格に準拠した設計がなさ
れている。
【００３８】
　光源部２のライトトンネル２８から射出された光は、リレーレンズ群３１に入射する。
リレーレンズ群３１は、ライトトンネル２８射出後発散傾向にある入射光を、再度平行光
束に変換しつつ、第一ダイクロイックミラー３２に導く。第一ダイクロイックミラー３２
は、入射する光のうち、Ｒ成分のみを何ら偏向することなく透過させ、それ以外の色成分
（Ｇ、Ｂ）をほぼ直角に偏向する。
【００３９】
　第一ダイクロイックミラー３２を透過したＲ成分は、第一ミラー３３でほぼ直角に偏向
され、Ｒ用液晶素子３７Ｒにほぼ直角に入射する。
【００４０】
　また、第一ダイクロイックミラー３２で反射したＧ成分とＢ成分は、次いで第二ダイク
ロイックミラー３４に入射する。第二ダイクロイックミラー３４は、入射する二種類の色
成分のうち、Ｂ成分を何ら偏向することなく透過させ、Ｇ成分をほぼ直角に偏向する。
【００４１】
　第二ダイクロイックミラー３４で反射したＧ成分は、Ｇ用液晶素子３７Ｇにほぼ直角に
入射する。また、第二ダイクロイックミラー３４を透過したＢ成分は、第二、第三の各ミ
ラー３５、３６で順次ほぼ直角に反射し、Ｂ用液晶素子３７Ｂにほぼ直角に入射する。
【００４２】
　各液晶素子３７Ｒ、３７Ｇ、３７Ｂは、いずれも透過型である。Ｒ用液晶素子３７Ｒは
、画像処理部６から出力されたＲ信号に基づいて、入射するＲ成分を変調する。他の各液
晶素子３７Ｇ、３７Ｂも、それぞれ対応する色信号（Ｇ信号、Ｂ信号）に基づいて入射す
る色成分を変調する。
【００４３】
　各液晶素子を透過した各色成分は、次いで合成プリズム３８に入射する。合成プリズム
３８は、立方体形状を有しており、詳しくは互いに同一形状である４つの直角プリズムを
接合することにより形成されている。各直角プリズムの貼り合わせ面（３８ａ、３８ｂ）
には、所定の波長成分のみを反射させる特性を持つ光学膜が設けられている。具体的には
、第一反射面３８ａはＲ成分のみを反射させ、第二反射面３８ｂはＢ成分のみを反射させ
る。
【００４４】
　従って、合成プリズム３８に入射したＲ成分およびＢ成分は第一反射面３８ａおよび第
二反射面３８ｂによってほぼ直角に反射し、Ｇ用液晶素子３７Ｇから遠ざかる方向つまり
投影レンズ群３９がある方向に直進する。また、合成プリズム３８に入射したＧ成分は、
いずれの反射面３８ａ、３８ｂも透過する。ここで、各液晶素子３７Ｒ、３８Ｇ、３７Ｂ
と合成プリズム３８（より厳密には合成プリズム３８から光が射出される面）間の光路長
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【００４５】
　このようにして、合成プリズム３８から射出された各色成分は、投影レンズ群３９に入
射する。投影レンズ群３９は、各色成分により形成される像を、プロセッサ１０の外部に
向かって拡大投影する。これにより、スクリーンＳに電子内視鏡５０により撮像されたカ
ラー画像が映し出される。なお、スクリーンＳは必ずしも設ける必要はなく、例えば診察
室内の壁面等であっても良い。
【００４６】
　なお、プロセッサ１０に配設されるフロントパネル７を操作することによって、既存の
プロセッサと同様、術者は給水等の電子内視鏡５０に関する操作や色調整等の画像処理に
関する操作だけでなく、画像投影部３に関する操作、例えば、焦点位置調整や拡大倍率等
の設定等を行うことができる。
【００４７】
　以上が本発明の実施形態である。なお、本発明に係る電子内視鏡や電子内視鏡システム
は上記実施形態に限定されるものではなく、例えば以下のような変形を行うことができる
ように構成しても良い。
【００４８】
　例えば、上記実施形態では、電子内視鏡システムでは、白色光を用いて体腔内を撮像す
ると説明した。ここで、電子内視鏡システムの種類によっては、蛍光観察用のシステムに
例示されるように、特定波長の光（例えば紫外光等）を用いて体腔内を撮像する構成もあ
りうる。この場合、電子内視鏡用（撮像用）の光を別途配設した光源装置から供給し、プ
ロセッサ内の光源部２は画像投影部３にのみ光を供給する構成であっても良い。または、
プロセッサ内に撮像用の光供給手段と、画像投影用の光供給手段（光源部）を別個に設け
る構成であっても良い。
【００４９】
　また、上記実施形態では、表示素子として透過型液晶素子を挙げたが、他の光空間変調
素子、例えば反射型液晶素子やＤＭＤ（登録商標）などを用いても良い。
【００５０】
　さらに、上記実施形態では、画像処理部６から画像投影部３には、アナログ映像信号が
出力されると説明したが、これに限定されるものではない。例えば、近年実用化されつつ
あるデジタルハイビジョン規格に準拠するように設計しておき、画像処理部６からはデジ
タル映像信号が出力されるように構成することも可能である。この場合、より高い色再現
性を持つ画像が投影されることになる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡システムの構成を概略的に示した図である。
【符号の説明】
【００５２】
１　　システムコントローラ
２　　光源部
３　　画像投影部
６　　画像処理部
１０　　プロセッサ
５０　　電子内視鏡
５４　　撮像素子
１００　　電子内視鏡システム
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